啓発ビデオ内容紹介

	番号
	題　名
	内　容

	153
	「若者と明るい選挙推進運動」～私たちの活躍が未来を変える～

(VHSビデオテープ16分)
	若者の政治離れや低投票率に問題意識を持つ大学生たちが、同世代である大学生に投票参加を呼びかける活動に取り組む様子など、３つのグループの活動を紹介します。
・鹿児島県の「学生投票率100%をめざす会」
・山口県の「青年法政大学下関会場」
・名古屋市の「青年選挙ボランティア」

	152
	「明るい選挙推進運動のあゆみ」

(VHSビデオテープ19分)
	平成14年に50周年を迎えた明るい選挙推進運動が、これまで政治倫理化のために取り組んできた足跡を紹介します。

現在全国各地で行われている活動も記録していますので、研修会や話し合い活動での資料として活用いただけます。

	151
	明るい選挙話し合い活動用ビデオ「たまには話そう！政治のこと、選挙のこと、未来のこと」

(VHSビデオテープ20分)
	政治は、私達の暮らしや未来に直接関わっています。政治を行うのは、私達が選挙で選ぶ人達です。その意味でも若者の選挙離れは深刻な問題です。

このビデオでは、職業も生活環境も異なる20代の若者８人が、暮らしと政治や選挙のことを話し合います。普段、そんな話を滅多にしないという若者たち。次第に自分の言葉で語り始めます。

「政治の話って、してみると結構楽しい」、そんな若者の言葉は、同年代の若者たちの心に届きます。

	150
	四日市市明るい選挙推進協議会「みんなの組織みんなで活動」

(VHSビデオテープ18分)
	「組織の改革は、どう進めたら良いのだろう」「啓発活動の効果を上げるためにはどんな方法があるのだろう」

このビデオは、三重県四日市市明るい選挙推進協議会の組織づくりや啓発活動のノウハウを参考事例として具体的に紹介することにより、更なる飛躍と充実を目指されている全国の市区町村の明るい選挙推進協議会が活動の活性化策を検討される時、ヒントとなることを目的に制作されました。

	149
	市民活動型の明推協を目指して「一人ひとりが主役です」四日市市明推協の取り組み

(VHSビデオテープ18分)
	明るい選挙を推進するための中心的な存在として、全国的に組織されている市区町村の明るい選挙推進協議会。

このビデオは、その活動をより活発化していくための参考事例として、日頃から積極的な取り組みを行っている三重県四日市市明るい選挙推進協議会の組織・活動等を紹介したものです。

	148
	未来の一票のために！ －生徒会選挙支援とその進め方－

(VHSビデオテープ18分)
	川崎市選管では、選挙の大切さを生徒の時から学んでほしいという理由で、学校の生徒会選挙に本物の投票器具を貸し出し、自作の手引きを用いて、公職選挙法に準じた形の選挙を推進しています。実際の選挙の投票所となる学校の同じ場所で同じ進め方の選挙を体験することは、子供連の未来にとって何よりも大切です。その支援方法と学校の取り組み方を詳しく紹介したこのビデオは、選挙啓発関係者や学校関係者が実践する際の手助けとなるものです。

	番号
	題　名
	内　容

	147
	「選挙に行こう」から始めよう

(VHSビデオテープ15分)
	劇団の演出担当をしている主人公がある日、その劇団の脚本を手がけていた先生が病により倒れたため、次の劇の脚本を代わりに書くことになった。次の劇とは、毎年市役所から依頼を受けている、「選挙」の劇である。

選挙の知識もなく、また、選挙権があるにもかかわらず、一回も投票に出かけたことのない主人公が作った脚本の構成案を、役所の人に見てもらうのだが…。幾度となく、挫折しながら、「選挙」「投票」について、自問自答しながらやがて自分の考え・意見を持つようになっていく。その結果が、脚本に反映されているといった内容である。劇の最後の場面は、「無党派層と呼ばれている若者」の代弁にもとれる仕上がりになっている。

	146
	「2050年からの電話」－未来をかえる一票－

(VHSビデオテープ15分)
	中学からの同級生である４人は、今はバンド仲間でもある。

ある日バンドの練習中、主人公の携帯電話に2050年の主人公であると名乗る老人から電話がかかってきた。最初、全く相手にしていなかったが、しつこくかかってくるその老人の話す内容から未来は(2050年)は明るいものではないことを感じ始めた。

それから４人がとった行動とは…

昨今いわれている「若者の選挙離れ」、自分には関係ないと思っている選挙が実は自分達の未来に大きくかかわっていることを知るといったアニメ映画です。

	145
	「ぼくたちだって、真剣だ!」－私たちの学校生徒会選挙の手引き－

(VHSビデオテープ17分)
	選挙啓発活動の一環として、若者の選挙離れをくい止めるため、児童・生徒のときから選挙を体験できる「学校生徒会選挙」の重要性がますます高まっています。

東京の中学校の実際の学校生徒会選挙の活動風景を通して支援の方法・準備から実施までを分かりやすく解説しており、様々なノウハウが学べる内容となっています。

	144
	「これでいいの?私たちの投票率」

(VHSビデオテープ15分)
	ビデオジャーナリストの主人公が、取材先で知り合ったテレビ会社の記者に、「投票率の低下」をテーマにした企画を持ち込み、特集を組んでもらう。ニュース番組として放送されるまでの緊迫感を伝え、２人が試行錯誤する姿を見守りながら、投票率の低下がなぜ危険なのかを考えさせるアニメーション作品です。


	143
	「明日はもっと晴れるよね」－私たちの暮らしと選挙制度－

(VHSビデオテープ15分)
	政治・選挙に対して興味を持っている主人公と、関心の薄いミュージシャンの友人達とのやりとりを通して、国会や選挙のしくみ・投票の方法などについて、分かりやすく解説した若者向けに作られたアニメーション作品です。

また、寄附禁止や投票参加など、明るい選挙の推進も呼びかけています。

	

	番号
	題　名
	内　容

	142
	「これだけは覚えておこう」－改正公職選挙法のポイント－

(VHSビデオテープ15分)
	小選挙区比例代表並立制、定数、重複立候補、或いは選挙違反に対する制裁の強化等、有権者の方々がこれだけは知っておかなければならない衆議院議員の選挙制度の改正点について、アニメーションで分かりやすく解説している作品です。

	141
	「選挙のあゆみと大切な一票」

(VHSビデオテープ18分)
	出版社で働く若手編集者が、取材中に今年は選挙記念の年であることを知り、選挙の歴史や先人達の苦労を学んでいきます。

国民参政105周年、普選70周年、婦人参政50周年にちなんだ作品で、選挙のあゆみを当時の記録写真、記念式典の模様をおりまぜながらアニメーションで紹介しています。

	140
	「こんなとき、あなたは？」－お金のかからない選挙実現のために－

(VHSビデオテープ15分)
	日常生活の中で、あたり前の挨拶やお礼、冠婚葬祭等に知らず知らずの内に政治家の寄附が関わることも有り得ることです。
ごく一般的な家庭での、娘の結婚をめぐっておきる寄附にまつわる出来事等を、事例とともに分かりやすくQ&Aで解説しています。

話し合い学習をはじめ、老人会、婦人会等各種会合向けの作品です。

	139
	「君が輝くとき」－私たちと政治・選挙－

(VHSビデオテープ16分)
	大学対抗のサッカー試合で足を骨折した主人公が、入院生活中に知り会った看護師の仕事の苦労をつうじて、政治・選挙との関わりを自覚するようになります。そして、今回の市議会議員の選挙において積極的に一票を投じる決意を固めるというストーリーで、若者の感覚にマッチした早いテンポで、共感を与えるように制作されています。
成人式や青年リーダー等の各種研修会、サークル活動、会合向けの作品です。

	138
	『あなたならどうしますか？』－若者と選挙－

(VHSビデオテープ15分)
	野球チームの若者たちが、練習場の不足をきっかけに、政治と毎日の生活との関わりに目を向けるようになっていきます。

そして、ようやく確保できた貴重な練習日が選挙の投票日と重なってしまった時、練習に行くか、投票に行くか、…あなたならどうしますか？と問題を投げかけています。
この作品は成人式や婦人会、老人会等の集会、話し合いの場において、「選挙の大切さ」について考える機会を提供するものです。

	137
	「考えてみませんか、大切な一票。」

(VHSビデオテープ20分)
	キャンプ場を舞台に、若者達が政治や選挙について語り合います。一人が選挙の際に確信をもって「棄権」し「自分の一票で世の中は変わらない」という発言をきっかけにドラマが展開していきます。
このような対話に投票率の傾向、棄権の理由、イギリスの選挙権獲得の歴史、わが国の参政権の拡大のあゆみ等をミックスするという二元的な物語になっています。

	番号
	題　名
	内　容

	136
	「ほんとにカンケーナイの?」－一票がむすぶ生活と政治－

(VHSビデオテープ30分)
	若い男女４人による軽いドラマを中心に構成した、青年層向けのテンポのよい作品です。

20代の青年の選挙に対する関心の低さや投票率の現状などを盛り込みながら、兵庫県西宮市明推協の白バラヤング啓発小委員会学生分科会における大学生の活動や、長崎県世知原町の青年たちの地域づくりの活動の模様を紹介し、政治に対する関心を高めることの重要さと選挙の大切さを訴える作品です。

	135
	「今どきの若者は…と言うけれど」

(VHSビデオテープ30分)
	若者達の気質や政治・選挙に対する考え方などを分析し、社会にもっと目を向けさせ、選挙への関心を高めさせる方策を考えるとともに、積極的に啓発活動を進める若者達の事例も紹介しています。

	134
	「求められています、あなたのカ」－豊かな人生経験を明るい選挙に－

(VHSビデオテープ30分)
	高齢化社会を迎えようとするこれから、大きな役割を担うシルバーリーダーに呼びかけるビデオテープです。

老人クラブのメンバーが明るい選挙推進運動に関心を持ち、活躍する姿が描かれています。

	133
	「各地にみる組織づくり」

(VHSビデオテープ30分)
	主に近畿地方の都市や村の明るい選挙推進協議会が、それぞれの地域の事情に合わせて・白バラ講座とか機関紙の発行などの活動や、さまざまな組織づくりの取り組みについて紹介している。

	132
	「女性の力で“明るい選挙”」

(VHSビデオテープ30分)
	明るい選挙を推進するうえでも、女性の果たす役割は大きく、各種活動の中でも、女性のカで選挙啓発活動が積極的に展開されている。その中で特徴的な活動を行っている４つの団体の代表者が集まり、それぞれの団体での女性の活動の模様を紹介している。

	131
	「一票は君のことばだ」

(VHSビデオテープ30分)
	青年たちの政治・選挙に対する意識を高め、投票参加を推進するため、福島県では、「一票は君のことばだ」を合言葉に「青年キャラバン」「ヤングフォーラム」「新有権者のつどい」の啓発事業を行っている。

女性リポーターが現地取材をして、若者たちの活動状況を紹介している。

	130
	父と娘の歴史散歩－選挙制度100年史と明るい選挙推進運動の歩み－

(VHSビデオテープ30分)
	明治22年に衆議院議員選挙法が制定されて100周年を記念して製作されたフィルムである。

タレントの押阪忍さん、石井宏美さんが父娘に扮し、我国の選挙制度100年史と、明るい選挙推進運動の歩みをニュース映画、写真、記録等、当時の貴重な資料を交え、ふりかえるとともに、現在各地で行われている明るい選挙推進運動の活動を紹介する。


	番号
	題　名
	内　容

	129
	ザ・センキョ－山口県の明るい選挙推進活動－

(VHSビデオテープ30分)
	山口県推協、選管では、政治選挙に無関心といわれる青年層対策として、各市と共同で、「青年法政大学」を開講するとともに、修了生の組織化を図り、明るい選挙推進運動の拠点作りをしている。

また、アマチュア音楽グループの手になる選挙啓発曲を種々の会合で演奏し、選挙が身近で親しみやすいものであることを訴えている。

他方、白バラ会でも自分たちで作った「三ない運動」を機会あるごとに披露し住民に呼びかけている。

そのほか、小・中学校の児童生徒会の役員選挙の際、市選管から投票箱や選挙の七つ道具を貸し出している例、小・中学校児童、生徒による「選挙啓発劇」の例等、バラエティに富んだ種々の啓発活動を紹介する。


